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アイエムエス フューチャーデザイン

一貫した体制によるマルチメディア制作の
可能性を広げる Premiere  Pro

　新宿区に所在するアイエムエス フューチャーデザインは、フリーの 3人のディレクターによって
1997年に発足された制作会社。現在、テレビ番組などの映像及びCG制作を柱に、その周辺メディ
アであるウェブ、CD-ROM、DVD、また企業 PVなどと多岐に渡る制作を行っている。
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使用製品
・ Adobe Premiere Pro

・ Adobe After Effects

DV/SD事例 :全ての番組、企業 PV制作に Premiere Proを使用

　設立当時の同社の強みは、当時もまだ珍しいデジタル

映像処理の知識を持ったディレクターの集まりであったこ

と。代表取締役の大熊 伸幸 (おおくま・のぶゆき )氏が、

長年信頼を持って使用している編集ソフトが Premiere

だ。バージョン 2の時代からのユーザーである。「当初、

編集ソフトは 4社ほどの選択でしたが、Premiereが一

番使いやすいと思いました」と話している。

　さまざまな入出力ボードも研究した大熊氏率いるア

イエムエス フューチャーデザインは、現在、「Matrox 

X100」のシステム 4機と「Matrox DigiSuite」のシ

ステム 1機を導入している。全ての機種では Premiere 

Proが稼働している。Matroxのボードを選んだ理由

については「Premiere Proとの融合性が優れているた

め」。また、アイエムエス フューチャーデザインの春名 

剛志 (はるな・たけし )氏は「Matrox独自の豊富なエ

フェクトとPremiere Proの持つエフェクト類を併せ持て

ば、制作の幅が広がります」と話している。

　アイエムエス フューチャーデザインのスタッフ数は 20

人ほどで、うち 6人はディレクターだ。ほかスタッフは

クリエイター。ディレクターも含めスタッフ全員が、3ds 

max、Softimage、Light Waveなどの 3Dソフトでの

3D制作、After Effectsでの合成、Premiere Proでの

最終仕上げと一貫したワークフローを行うスキルを持っ

ている。

　アイエムエス フューチャーデザインの最近の作品に

は、テレビ番組のオープニングや、CSスカイパーフェ

クTVの CM、日立や東京電力などの PVなどと数多く

あるが、特に通販番組の制作はすでに 500タイトルを

超える実績がある。ディレクターとして、企画から制作

まで携わっている大熊氏は、「当社では、通販番組をまっ

たく新しいジャンルと捉えています。通販番組にも厳し

い考査や売り上げに結びつかせるような多くのルールが

あり、時代の移り変わりによる売り方の変化、考査問題

など、状況に応じた制作を注視しています」と話す。
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" 500タイトル以上の

通販番組をPremiere 

Proで制作。DVをリア

ルタイム編集。そして

デジベで納品 "

アイエムエス フューチャーデザイン
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　アイエムエス フューチャーデザインでの主なワークフ

ローは、企画立案、DVC PRO50やDVCAMでの撮

影、CG制作、合成、編集、MA、完パケの書き出しを

行う。制作の全ての工程はデジタルだ。納品形態がデジ

タルベータの場合は、Matrox DigiSuiteなどのシステム

を介してデジタルベータに落とす。「当社では、DVをネ

イティブで管理できるシステムさえあればDVを推進して

います。DVは、AD変換やDD変換を繰り返す既存の

システムより、効率的に進行することができますし、画質

も十分なクオリティーだと思います」と大熊氏は話す。

　「Premiere Proは、とても処理速度が早くなりました。

タイトラーの Title Motionも統合され、タイトルの使

い勝手も大変よくなりました。Premiere Proのカラコレ

やエフェクト類など、全ての機能を駆使して制作に臨ん

でいます」と春名氏は話している。また、アイエムエス 

フューチャーデザインでは、MA作業もPremiere Pro

上で行う。

　「PCの発達と、After Effectsのような機能豊富な合

成ソフト、そして多様化されたフォーマットへの書き出し

にも対応できる Premiere Proのような編集ソフトの発

達で、以前は何千万もするシステムが安価に手に入るよ

うになりました。これにより、マルチメディア社会のニー

ズに沿った制作を行うことが可能です。当社では、デザ

イン性も重視して、今後の制作に備えていくつもりです」

と大熊氏は語っている。
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